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結婚式のおどり

パキスタン・フンザ地方

（絵・山田純子）

ペシャワー）レ会は1983年9月、中村医師のパキスタンでの医療汚動

を支援する目的で結成されましだ。彼の活動を支援可るとともに、

アジPの人々についての理解を深めていきたいと願つています。
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中
村
誓
医
鰤
帰
国
報
告

（
．
 

こ
ん
に
ち
は
。

今
年
は
ち
ょ
っ
と
体
を
こ
わ
し
て
例
年
よ
り
も

早
め
に
帰
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
五
年
間
、
毎
年
ほ
ぽ
同
じ
よ
う
な
話
を
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
、
ソ
連
軍
の
撤
退

で
あ
る
と
か
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
援
助
等
の
問
題
に

つ
い
て
お
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

難
民
問
題
と
日
本

――
 

私
の
主
な
仕
事
は
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の

ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
の
支
援
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
一
九
七
九
年
の
ソ
連
軍
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
介
入
以
来
、
二
百
五
十
万
人
を
超
え

る
ア
フ
ガ
ン
難
民
が
流
入
、
否
応
な
く
難
民
を
対

象
に
し
た
医
療
活
動
を
も
展
開
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
や
っ
と
、
こ
と
し
四
月
十
五
日
に
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
交
渉
の
妥
結
に
よ
り
、
曲
が
り
な
り
に

も
難
民
問
題
に
明
る
い
見
通
し
が
で
き
、
五
月
十

五
日
よ
り
ソ
連
軍
の
撤
退
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ア

フ
ガ
ン
問
題
は
、
新
聞
紙
面
を
に
ぎ
わ
し
、
こ
の

問
題
の
論
評
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
報
道
の
あ
り
方
、
日
本
国
民
の
難
民
問
題
に

対
す
る
対
応
の
あ
り
方
、
折
か
ら
叫
ば
れ
る
「
国

際
化
」
な
ど
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
現
地
に
か

か
わ
り
を
持
ち
続
け
て
き
た
私
に
は
、
何
か
隔
靴

掻
痒
の
感
を
免
れ
ま
せ
ん
。

非
珊
実
的
フ
ラ
ン
の
横
行

．

一元
来
、
北
西
辺
境
州
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、

言
語
、
民
族
と
も
に
一
体
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
と
北
西
辺
境
州
の
多
数
民
族
で
あ
る
パ
シ
ュ
ト

ウ
ン
族
は
総
勢
千
五
百
万
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、

ち
ょ
う
ど
半
分
ず
つ
が
国
境
線
に
分
断
さ
れ
て
住

ん
で
い
ま
す
。
当
然
、
往
来
は
自
由
で
す
。
特
に

中

村

哲

●
篤

6
回
総
会

難
民
問
題
と
さ
ま
よ
え
る
豪
部
客
船
＂
本
丸

（
 「

部
族
自
治
区
」
と
し
て
国
境
地
帯
に
残
さ
れ
た

部
分
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
も
慣
習
法
に
よ
る
自

治
に
ま
か
せ
、
住
民
の
「
越
境
権
」
を
認
め
て
、

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
干
渉
し
ま
せ
ん
。
こ

う
し
て
容
易
に
「
難
民
」
の
流
入
す
る
下
地
が
で

き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
す
。
当
然
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン

族
の
南
側
の
都
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

は
難
民
流
入
と
と
も
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
内

戦
指
導
の
根
拠
地
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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一

な
か
む
ら
・
て
つ
昭
和

2
1年
福
岡
市
生
ま
れ
。
福

~

ー
岡
高
を
経
て
48
年
九
州
大
学
医
学
部
卒
。
国
内
の
病
院

i

-
‘
に
勤
務
し
た
あ
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を
志

一

-

．
 

．
 し
、
リ
バ
プ
ー
ル
の
熱
帯
医
学
校
に
留
学
、
59
年
5
月、

一

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
家
族

i

i

を
伴
っ
て
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
を
中
心
に
す
で
に

一

―
五
年
間
、
現
地
で
活
動
し
て
い
る
。
現
在
八
歳
、
四
歳
、

一

I

．

一
歳
の
三
人
の
子
供
が
い
る
。
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(3) ペシャ ワー ル会報 1988年 10月 30日

私
が
極
め
て
不
審
に
思
う
の
は
、
ソ
連
軍
の
撤

退
ー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
の
帰
還
と
い
う
図
式

が
直
ち
に
描
か
れ
た
こ
と
で
す
。
事
情
を
知
ら
ぬ

者
が
言
う
な
ら
ま
だ
し
も
、
十
年
以
上
も
腰
を
す

え
て
「
難
民
の
世
話
」
を
し
て
き
た

U
N
H
C
R

（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
）
が
、
現
地
の
人
々
が

笑
う
よ
う
な
非
現
実
的
な
プ
ラ
ン
を
出
し
、
各
国

政
府
の
支
援
態
勢
が
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
ま
し
た
。

援
助
額

一
、
二
を
争
う
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

►

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
子
ど
も
を
診
る

＇ャ

ぽ
い
（消潤冴
+4、}h

l
lJ
l
-n

-A
5

lr
]

た
と
え
ば
、
難
民
か
ら
直
ち
に
ふ
る
さ
と
の
農

村
に
帰
れ
る
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ら
の
農
村
は
た
だ
で
さ
え
、
荒
涼
た
る
谷
あ
い

に
あ
る
上
に
、
所
に
よ
っ
て
は
数
メ
ー
ト
ル
お
き

に
ロ
ケ
ッ
ト
や
ミ
サ
イ
ル
の
砲
弾
が
突
き
刺
さ
り
、

埋
設
さ
れ
た
地
雷
は
数
知
れ
ま
せ
ん
。
全
滅
し
て

村
そ
の
も
の
が
廃
虚
と
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
各
国
政
府
の
難
民
援
助
金
も
、

末
端
の
難
民
ま
で
、
行
き
渡
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
言
い
分

は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
尽
き
る
と
こ
ろ
は
、
国
連

を
含
め
て
諸
外
国
に
と
っ
て
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
問

題
は
「
対
岸
の
火
事
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

極
言
す
れ
ば
、
肝
心
の
難
民
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
援
助
団
体
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
方
が
重
要
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
取
材
も
ご
く
一
部
を
除
け
ば

そ
う
で
し
た
。
耳
目
を
集
め
る
ニ
ュ
ー
ス
の
商
品

性
の
み
が
追
求
さ
れ
、
従
軍
戦
記
も
の
ば
か
り
が

出
回
り
ま
し
た
。
そ
の
陰
に
隠
れ
た
多
く
の
人
々

の
苦
悩
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
の

一
他
国
に
と
っ
て
は
r
対
岸
の
火
事
」
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肝
心
の
「
人
間
」
が
誼
き
去
り
に
さ
れ
た
援
助

に
よ
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ま
る
で
、
大
国

の
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
に
な
り
、
ず
た
ず
た
に
引
き

裂
か
れ
た
と
思
え
ま
す
。
す

べ
て
と
は
言
い
ま
せ

ん
が
、
多
く
の
欧
米
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
の
行

ー で

す。 ソ 連
国

r
人
薗
」
置
き
去
り
の
援
助

北西辺境州
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さ
ま
よ
う
豪
華
害
船

ヽ
ぐ~一

し

こ
れ
ら
の
偽
善
的
行
為
を
、
私
は
ア
フ
ガ
ン
や
パ

キ
ス
タ
ン
の
同
胞
と
と
も
に
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
の
対
応
は
、
金
を
出
す
こ
と
だ
け
で
し
た
。

金
を
出
す
こ
と
が
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
金
が
い
か
に
使
わ
れ
た
か

を
知
る
べ
き
で
し
た
。
日
本
に
と
っ
て
は
小
遣
い

程
度
の
金
で
あ
っ
て
も
、
額
に
よ
っ
て
は
一
国
の

命
運
を
左
右
し
得
る
の
で
す
。

一こ
の
五
年
間
ほ
ど
で
、
日
本
は
確
か
に
変
わ
り

ま
し
た
。
「
国
際
化
」
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
つ
い
最
近
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
が
政

府
に
対
し
て
突
き
つ
け
て
い
た
民
間
援
助
と
国
際

交
流
の
重
視
を
、
逆
に
突
き
つ
き
返
さ
れ
る
状
況

で
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
官
民
と
も
に
ま
だ

成
熟
し
た
「
国
際
的
な
意
識
」
を
持
っ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
の
よ
う
な
片
田
舎
か
ら
時
々
帰
っ
て
驚
く
浦

島
太
郎
の
感
想
で
す
が
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
状
況

を
通
し
て
み
る
限
り
、
豪
華
客
船
の
日
本
丸
は
、

内
部
が
華
美
に
な
る
ば
か
り
で
、
行
き
つ
く
先
も

な
く
、
さ
ま
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

批
判
を
覚
悟
で
言
え
ば
、
日
本
が
抱
く
大
抵
の

何
か
を
捨
て
る
こ
と

悩
み
は
全
地
球
的
規
槻
か
ら
す
れ
ば
ぜ
い
た
く
な

悩
み
で
す
。
日
本
は
金
を
も
て
あ
ま
し
て
、
ふ
ら

ふ
ら
し
て
い
る
の
に
、
日
本
列
島
の
住
民
は
、
相

変
わ
ら
ず
ゆ
と
り
な
く
、
密
室
の
客
船
の
中
で
ガ

サ
ガ
サ
し
た
り
、
逆
に
虚
無
的
に
な
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
危
機
的
テ
ー
マ
で
あ
る
は
ず
の
玉
国
際

化
」
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
お
祭
り
に
転
化
し
て
い
ま

す
。
楽
し
い
国
際
交
流
が
悪
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

私
が
叫
び
た
い
の
は
、
「
国
際
化
」
も
ま
た
、
自
国

向
け
の
シ
ョ
ー
で
終
わ
る
と
い
う
危
険
な
傾
向
が

あ
る
こ
と
で
す
。

一乱
痴
気
騒
ぎ
集
団
か
ら
最
も
厳
格
な
思
想
集
団

に
至
る
ま
で
、
相
手
の
こ
と
を
二
の
次
に
し
て
、

自
分
の
方
が
大
切
だ
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
ま

す
。
堅
苦
し
い
こ
と
は
言
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

他
人
様
を
助
け
る
こ
と
は
何
か
を
捨
て
る
こ
と
で

す
。
与
え
る
と
は
自
分
の
何
か
を
失
う
こ
と
で
す
。

援
助
の
原
理
は
極
め
て
簡
明
な
こ
と
で
す
。
相
手

の
た
め
に
徹
底
的
に
尽
く
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
援
助
や
国
際
化
を
私
は
望
み
ま
す
。

一
本
文
は
中
村
先
生
靡
告
要
旨
を
ま
と
め
た
「
西
日
本
新
一

聞」
(

l

九
八
八

・
七

・
一
五
）
に
よ
る

rヽ
 -

中
村
先
生
の
国
内
活
動
(
-
九
八
八
年
）

―

―

 

一
五
月

一
四
日
中
村
先
生
帰
国

-
六
月
七
＼
九
日
中
村
先
生
、

DL
シ
ャ
ワ
リ
長
崎
、
鹿
児

島
両
徳
州
会
病
院
へ

~
六
月
一
0
日

D
Lシ
ャ
ワ
リ
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
帰
国

一

i
六
月
二
五
日
熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
例
会
出
席

—

i
 

i

・
七
月
一
日
福
岡
女
学
院
中
・
短
大
チ
ャ
ペ
ル
講
演

一
七
月
六
＼
七
日
西
南
中
学
・
高
校

・
大
学
チ
ャ
ペ
ル
諾
演
．

i

七
月
七
日
福
岡
鶴
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
例
会
出
席
―

一
七

月

八

日

外

務

省

訪

問

一

―

―

 

d

七
月
九
日
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
第
6
回
総
会

七
月

―二

日
北
九
州
ア
ジ
ア
を
考
え
る
会
に
て
報
告
会

i

一
七
月
一
四
＼
二
三
日
中
村
先
生
関
西
へ
（
関
西

J
o
c
s
-t 

関
係
報
告
会
）

七
月
二
四
日
西
南
学
院
教
会
チ
ャ
ペ
ル
講
演

-一

一
七
月
二
七
日
若
松
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

一
七
月
三
0
日
佐
賀
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
講
演

i

一
八
月
二
＼
四
日
医
学
生
連
盟
サ
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
参
加
~

（
浜
松
医
科
大
学
）

i

八
月
五
日
東
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会

i

i

八
月
六
日
石
風
社
レ
ク
チ
ャ
ー
（
中
村
先
生
：
ア
フ
ガ

一

ン
難
民
に
つ
い
て
語
る
）

一

~
八
月
七
日
香
住
ヶ
丘
教
会

-
八
月
一
九
日
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
北
九
州
西
例
会
出
席

一

一
八
月
二
六
日
＼
二
七
日
キ
リ
ス
ト
教
医
科
連
盟
講
演
-

-
九
月
七
日
中
村
先
生
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ

―
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熱
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一
九
八
八
年
七
月
九
日
福
岡
日
生
ホ
ー
ル

． 
第

6
回

総

会

去
る
七
月
九
日
、

福
岡
市
天
神
の
日
生
ホ
ー
ル

で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
年
次
総
会
と
中
村
医
師
帰

国
報
告
会
が
開
か
れ
た
。
事
前
に
新
聞
な
ど
で
も

紹
介
さ
れ
た
た
め
か
、
当
日
は
二
百
名
以
上
の
人

が
集
り
、
会
場
は
終
始
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

総
会
で
は
、
会
報
十
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
一
九

八
七
年
度
事
業
報
告
が
承
認
さ
れ
、
次
い
で
、
今

年
度
も
中
村
医
師
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、
国

内
に
お
け
る
広
報
活
動
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
か
ら
は
現
地
に
多
く

の
働
き
人
を
養
成
す
る
た
め
の
「
教
育
基
金
し
設

立
に
向
け
、
会
員
の
皆
様
に
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
「
教
育
基
金
」
の
具

体
的
な
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
次
頁
に
あ
る
通
り
）
。

一
時
肝
臓
を
悪
く
さ
れ
て
心
配
さ
れ
て
い
た
中

r，
贔
．
＂
＇
ょ
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村
医
師
は
、
幸
い
に
も
帰
国
後
健
康
を
回
復
し
、

各
地
で
精
力
的
に
講
演
を
行
っ
た
り
、
新
聞
な
ど

の
依
頼
原
稿
や
こ
の
秋
出
版
予
定
の
本
の
執
筆
な

ど
で
多
忙
で
し
た
。
帰
国
報
告
会
で
は
、
五
月
か

ら
ソ
連
軍
撤
退
が
始
ま
り
新
し
い
展
開
が
み
ら
れ

る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
戦
の
情
勢
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難

民
と
国
際
援
助
団
体
の
動
ぎ
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

流
動
す
る
情
況
の
中
で
黙
々
と
、
し
か
し
将
来
を

見
据
え
な
が
ら
ハ
ン
セ
ン
病
や
て
ん
か
ん
の
診
療

活
動
を
続
け
て
い
る
様
子
が
中
村
医
師
か
ら
報
告

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
見
た
今

の
日
本
は
、
宝
を
積
み
す
ぎ
て
そ
の
重
み
で
今
に

も
沈
没
し
そ
う
な
船
の
よ
う
だ
。
金
満
船
日
本
丸

が
生
き
延
び
る
に
は
、
宝
を
貧
し
い
国
々
に
提
供

す
る
こ
と
だ
。
」
と
最
後
に
熱
を
込
め
て
語
ら
れ
た

時
、
会
場
は
ピ
ー
ン
と
張
り
つ
め
た
雰
囲
気
に
な

っ
た
。中

村
医
師
の
報
告
の
前
に
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
事
務
局
員
の
福
島
、
渡
辺
両
氏
か
ら
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
訪
問
時
の
中
村
医
師
の
活
動
に
つ
い
て
多

く
の
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
語
ら
れ
、
中
村
医
師
の

活
動
お
よ
び
ご
家
族
の
生
活
振
り
な
ど
が
立
体
的

に
紹
介
さ
れ
た
。

今
年
の
総
会
も
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
終
え
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
五
年
間
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動

を
振
り
返
る
と
、
全
く
の
素
人
集
団
が
手
探
り
で

良
く
こ
こ
ま
で
活
動
を
や
っ
て
こ
れ
た
も
の
だ
な

と
の
感
慨
を
抱
く
と
と
も
に
、
こ
の
活
動
を
通
し

て
わ
れ
わ
れ
自
身
が
ア
ジ
ア
と
世
界
全
体
お
よ
び

日
本
の
現
実
に
目
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
自
分
の
足

下
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
ら
に
気
付
か
さ
れ
自

ら
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み
に
指
針
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
が
感
謝
さ
れ
る
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
末
長
く
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
中
村
医
師
ご
一
家
は
九
月
九
日
パ
キ
ス

タ
ン
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。
ご
家
族
の
ご
健
康
を

祈
り
ま
す
。

ま
た
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
か
ら
、
十
月

に
は
看
護
婦
の
安
部
さ
ん
、
十
一
月
に
は
臨
床
検

査
技
師
の
松
尾
さ
ん
が
、
さ
ら
に
来
年
四
月
に
は

医
師
の
石
松
さ
ん
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
訪
問
し
医

療
協
力
を
行
う
予
定
で
す
。
覚
え
て
お
祈
り
下
さ

'ヽ

0

し

（
事
務
局
長
・
佐
藤
雄
二
）
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1. 

ペシャワール・医療教育基金会計報告

はじめに

(1987年度）

中村哲医師は、現地での医療活動を行うと同時に、将来現地の人々の手でこの仕事が続けられれるようにと

の配慮から、彼らの医療教育にも力を注いでいます。そのために、ペシャワール会からの支援費の一部（主と

して年末年始募金）をこのたび「ペシャワール・医療教育基金」として発足させました。

2. 奨学資金

1) 給付対象

医学生

看護学生

患者子弟

語学校（スタッフ）

その他の技術習得

3

1

8

8

5

 
合計 32 名

2) 給付額

医学生 ・ 1,000 ルピー／月

看護学生 500 II 

高等学校又は専門学校 2,500 )レビー／年

子弟の教育（小学校） 500 ルピー／年

技術習得 500~800ルピー／月

(7,000円／月）

(3,500円／月）

(17,500円／年）

(3,500円／年）

(3, 500・~5, 000円／月）

語学校授業料 500~600ルピー／ 3月(3,500~4,200円／ 3月）

その他負担しえぬ入学金、海外留学時の渡航費

(1ルピー＝ 7円）

以上、 1987年 4月より 1988年 3月まで、主として月額で給付された。その他の技術習得とは、病棟での助手

および理学療法を手伝った者を含む。

3. 1987年度・支出

奨学金費用

留学援助

148,750 

16,000 

ルビー
ルピー

総計 164,750 ルビー (1,186,190円）

4. 留学生招へい援助

1988年度に医師 2名を予定している。この場合、渡航喪のみを本基金より支給することにしている。

アフガン人 1名は 4月上旬より 6月上旬までの約 2ヵ月間、福岡徳州会病院にて医師研修を受けた。

5. その他

給付対象となる者については、次のような規定を設ける。

1) この基金は、ペシャワール会により支給される。

2)この基金は、有能な医療従事者を養成し、また、彼らおよび彼らの子弟の教育を支援することで医療スタ

ッフ、患者を援助することを目的とする。

3) 次の者が支援対象となる。 9

A. より深い勉強が必要な医療スタッフ

B.聡明で、職業訓練を受ける意欲のあるハンセン病患者

c.上記のスタッフおよび患者の子弟

-̀ D．将来医師活動に協力的であり、かつ、経済的な問題のために勉強を続けることが困難である医学生。

4) 申請者は、申請書に必要事項を記入し、本基金の審査会より認可を受ける必要がある。

5) 認可された場合、申請者は、ペシャワール在住の責任者に領収書を渡さねばならない。

6) 申請書の写しは、ペシャワール会に送付される。

1988年 8月 ペシャワール会事務局

会 長問田直幹

事務局長 佐藤雄二

事務局担当者 福島裕助
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►

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子
供
た
ち

＊
中
村
先
生
の
お
話
を
、
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
感
激
で
す
。
い
ろ

ん
な
人
に
声
を
か
け
れ
ば
と
残
念
で
し
た
。
私

が
こ
の
会
に
入
会
し
た
の
は
、
「
四
日
本
新
聞
」

夕
刊
の
中
村
先
生
の
連
載
記
事
を
読
ん
だ
こ
と

で

す

。

（

椙

岡

市

真

砂

友

子

）

＊
中
村
先
生
の
お
話
を
伺
え
て
感
謝
。
良
い
お

働き今後も御健康に恵まれ御活躍下さい

ますようお祈りします。

福岡市鵜崎方子）

＊見せかけではない、合理的な海外援助

を痛感しました。金だけに終始しない有

機的な人的交流への参加にあらためて啓

発されましたU（福岡市中村康利）

＊中村先生のお話を伺って直接病人の治

療にあたられる人の熱いさけびを聞きま

した。世の矛盾に怒りを感じました。

（福岡市山ロタメ子）

＊この会に来て良かったと思いました。

前むきに歩いていらっしゃるので、新し

い世界が生まれると信じました。

（太宰府市高島陽子）

＊参加者に若者が少なかったことが残念

だった。（早良区西新石坂誠吾）

＊初めての出席でしたので、大変役に立

ちました。これからも出来るかぎり出席

していきたいと思います。これからも大

変なことが色々あると思いますが、がん

ばって下さい。（福岡市宮崎宏）

＊これからの国際交流や援助の意味など、

| 

｀ 
． 

‘ 出

れ 席
者

まの
で感想

じl‘―̀ 会
l: 員

.... 一ー、

の | ‘̀ し一
＊ 

支 塁
抄； 会

場

を ア
ン

お ケ
l 

願 卜
よ

し‘
り

し
ま
す

貴
菫
な
示
唆
で
し
た
。（

太
宰
府
市
大
石
正
人
）

＊
多
勢
の
方
々
と
一
緒
に
報
告
を
聞
け
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
の
方
へ
）
中
村
哲
先
生
の
「
健
康
」

を
十
分
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
福
岡
市
栗
本
高
幸
）

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
見
た
、
中
村
先
生
の
目

か
ら
見
た
「
日
本
の
姿
」
「
日
本
の
油
外
援
助
」

の
話
を
聞
い
て
深
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

（
福
岡
市
最
上
義
英
）

＊
こ
れ
だ
け
の
人
が
多
く
集
ま
る
と
は
思
い
ま

せ

ん

で

し

た

。

（

福

岡

市

浅

田

勲

）

＊
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
医
療
に
対
し
て
も
っ
と
関

心
を
も
た
ね
ば
い
け
な
い
と
、
つ
く
づ
く
思
い

ま

し

た

。

（

福

岡

市

熊

本

サ

タ

）

＊
大
変
良
い
有
意
義
な
会
で
し
た
。
私
は
西
南

学
院
中
学
校
で
、
中
村
哲
君
を
教
え
ま
し
た
。

哲
君
の
健
康
と
御
家
族
の
平
安
を
祈
り
ま
す
。

（
福
岡
市
中
江
健
三
）

＊
中
村
先
生
の
現
地
状
況
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・

パ
キ
ス
タ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
、

大
変
良
か
っ
た
。（

佐
賀
県
唐
津
市
水
田
憲
夫
）

＊
多
数
御
出
席
で
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

（
福
岡
市
波
多
江
賢
次
）

＊
清
々
し
い
思
い
を
深
く
致
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
沢
山
の
人
々
が
善
意
を
持
ち
寄
り
、
大
切

な
も
の
を
支
え
て
居
る
と
肌
で
感
じ
、
素
直
に

素
晴
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
福
岡
県
糸
島
郡
荒
川
利
夫
）

＊
毎
年
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を
楽
し
み
に
出
席
し

て
お
り
ま
す
。
先
生
・
御
家
族
の
皆
様
、
大
変

と
思
い
ま
す
が
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
お
体
を
案

じ
て
お
り
ま
す
。
（
福
岡
市
高
松
明
子
）

＊
今
日
は
現
地
に
行
か
れ
た
福
島
さ
ん
か
ら
見

た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
、
渡
辺
さ
ん
か
ら
み
た
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
と
て
も
多
角
的

な
現
地
を
知
る
事
が
で
き
、
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
参
加
人
数
が
多
く
、
ア
ピ
ー
ル
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
昨
日
、
や
っ
と
北
九
州
の

会
員
名
が
届
き
ま
し
た
。
お
願
い
し
て
ち
ょ
う

ど
一
年
目
で
す
。
事
務
局
の
お
仕
事
は
大
変
と

思
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
十
一
一
日
の
集
会
に
間

に
合
わ
ず
、
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年

は
北
九
州
で
も
っ
と
会
員
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

様
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
北
九
州
市
松
室
淑
子
）

＊
ス
ラ
イ
ド
や
中
村
先
生
か
ら
直
接
お
話
を
お

聞
き
す
る
事
が
で
き
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
短
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
く
機
会

が
あ
り
ま
す
が
、
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
（
福
岡
市
鈴
木
繁
実
）

＊
よ
ど
ん
だ
様
な
地
域
の
小
さ
な
社
会
で
生
き

て
お
り
ま
す
。
私
に
は
こ
の
様
な
会
は
、
別
世

界
の
よ
う
な
、
さ
わ
や
か
な
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

も
の
で
し
た
。
良
い
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
い
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
福
岡
県
太
宰
府
市
正
木
揚
子
）

＊
貴
童
な
る
活
動
報
告
（
中
村
先
生
、
ス
タ
ッ
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フ
）
を
承
り
頭
の
下
が
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
粕
屋
郡
庄
司
智
子
）

＊
中
村
先
生
の
元
気
そ
う
な
姿
を
拝
見
し
て
安

心
し
ま
し
た
。
患
者
の
数
も
多
く
な
ら
れ
て
増
々

の
御
活
躍
を
祈
り
ま
す
。
ま
ず
は
健
康
第
一
で

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
（
粕
屋
郡
原
山
輝
子
）

＊
現
地
の
様
子
が
、
中
村
先
生
と
お
一
一
人
の
ス

ラ
イ
ド
で
わ
か
り
ま
し
た
。
お
手
伝
い
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
苦
労
様
で
す
。
ど

う
ぞ
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
本
日
も
何
か
と
準

備
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（
福
岡
県
春
日
市
坂
本

一
恵）

＊
年
々
参
加
さ
れ
る
方
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い

る
よ
う
で
、
喜
ん
で
い
ま
す
。
中
村
先
生
の
お

話
、
い
つ
も
の
こ
と
乍
ら
心
に
痛
み
を
覚
え
ま

す
。
も
っ
と
何
か
お
手
伝
い
を
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
三
月
末
で
退
職
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
お
手
伝
い
出
来
る
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

（
福
岡
県
廣
門
繁
子
）

＊
沢
山
の
方
が
参
加
さ
れ
て
盛
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
難
し
い
問
題
を
か
か
え
て
い
る
所
で

の
御
活
躍
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
も

楽
し
く
多
く
の
事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
て
感
謝

で
し
た
。
（
福
岡
県
春
日
市
山
木
道
子
）

＊
中
村
先
生
の
言
葉
を
通
じ
て
、
ア
フ
ガ
ン
の

難
民
の
状
況
、
又
世
界
各
国
の
援
助
の
状
況
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
（
福
岡
市
豊
島
ト
ヨ
子
）

＊
援
助
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
か
ら
本
当
の
意
味
の
援
助
を
し
て
い
く

事
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
な

お
仕
事
で
す
が
、
頑
張
っ
て
下
さ
る
様
お
願
い

致

し

ま

す

。

（

福

岡

市

菱

山

裕

子

）

＊
大
勢
の
人
で
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
強
い
味

方
に
な
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
。
（
上
田
和
子
）

＊
現
地
報
告
を
聞
い
て
先
生
は
じ
め
御
家
族
の

御
苦
労
を
知
り
先
生
の
御
健
康
と
御
平
安
を
祈

る
や
切
で
あ
り
ま
す
。
国
際
化
の
問
題
、
海
外

援
助
の
問
題
に
つ
い
て
日
本
に
対
し
費
童
な
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
か
っ
た
。

（
福
岡
市
村
山
茂
）

＊
国
際
交
流
、
援
助
、
医
療
の
原
点
を
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
（
福
岡
市
疋
田
浩
四
郎
）

＊
今
回
は
多
く
の
方
の
お
集
り
を
頂
き
感
謝
し

ま
し
た
。
先
生
の
御
健
康
を
祈
り
ま
す
。

（
福
岡
市
森
氏
）

＊
多
数
の
参
加
が
得
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま

す

。

（

福

岡

市

宮

崎

信

義

）

＊
事
務
局
の
皆
様
が
意
欲
的
に
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
み
て
安
心
し
ま
し
た
。

中
村
先
生
同
様
に
大
切
な
仕
事
で
す
。
息
長
く

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
（
福
岡
市
伊
原
幹
治
）

＊
日
本
の
病
め
る
姿
を
中
村
先
生
の
視
座
か
ら

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
＂
真
の
国
際
化
”
|

本
当
に
痛
く
て
も
し
っ
か
り
見
す
え
て
自
分
、

周
り
の
人
へ
と
”
た
し
か
な
目
“
.
”
し
か
る
べ

き
動
き
“
を
拡
げ
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
福
岡
市
山
本
淑
子
）

►

手
術
中
の
中
村
・
シ
ャ
ワ
リ
両
ド
ク
タ
ー

＊
非
常
に
興
味
深
く
、
現
実
的
な
お
話
で
、
外

国
人
に
よ
る
、
海
外
で
の
医
療
活
動
を
知
る
の

に
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。
ど
の
よ
う

な
活
動
が
求
め
ら
れ
且
つ
必
要
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
北
九
州
市

0
男）

＊
参
加
者
が
多
く
驚
い
た
。
（
福
岡
市

G
男）

＊
中
村
Dr
竺
患
者
さ
ん
へ
の
温
い
ま
な
ざ
し
“

(
h
e
r
o
i
c
な
も
の
と
は
無
縁
な
も
の
1
.
）

”
冷
静
に
事
実
を
受
け
と
る
姿
勢
“
”
緩
徐
で
は

あ
る
が
着
実
な
情
熱
“
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来

て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
（
福
岡
市

W
男）

*

0

日
本
人
の
問
題
（
考
え
方
の
）

0

援
助

の
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
方

0
難
民
の
実
体

を
犬
蓑
道
子
や
そ
の
他
の
方
々
の
本
か
ら
で
も

わ
か
ら
な
か
っ
た
事
が
分
り
ま
し
た
。
是
非
、

中
村
先
生
の
お
働
き
の
援
助
が
も
っ
と
進
む
よ

う
に
も
っ
と
も
っ
と
御
活
躍
下
さ
い
。
今
日
入

会
し
て
帰
り
ま
す
。（

福
岡
県
筑
紫
野
市

Y
女）、

＊
援
助
と
い
う
大
そ
れ
た
こ
と
以
上
に
日
本
の

豊
か
さ
の
中
に
お
か
れ
た
心
の
貧
し
さ
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
個
人
個
人
が
こ
の
認
識
を

持
つ
こ
と
を
考
え
ま
す
。
（
福
岡
市

M
女）

＊
中
村
先
生
の
こ
と
は
新
聞
で
幾
度
も
目
に
し

ま
し
た
が
、
今
回
直
に
お
話
を
聞
け
て
た
い
ヘ

ん
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。
（
幅
岡
市

F
女）

＊
新
聞
で
偶
然
目
に
止
っ
た
記
事
を
読
ん
で
、

今
自
分
自
身
が
、
こ
れ
で
良
い
の
か
と
言
う
疑

問
を
少
し
で
も
、
客
観
的
に
考
え
ら
れ
な
い
か

と
思
い
、
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、
中

村
先
生
が
、
と
て
も
冷
静
に
使
命
感
と
言
う
よ

り
は
、
現
実
を
見
す
え
て
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

...,,.. 
'--出

れ塁
力ヽの
ら 感想

｀っS~ ^ 非

-会

支員

援 -総I 
を会
お会願：
しヽ 了
し i
ま り

す
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►

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
パ
ザ
ー
ル

る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
技
術
を
持
た

な
い
自
分
自
身
に
何
か
出
来
な
い
か
と
考
え
る

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
（
福
岡
市

H
女）

＊
私
は
来
月
早
々
に
チ
ボ
リ
里
親
の
会
で
現
地

訪
問
致
し
ま
す
。
お
話
の
中
に
何
か
参
考
に
な

る
事
が
あ
れ
ば
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

（
筑
紫
野
市

F
女）

＊
非
常
に
よ
い
企
画
で
し
た
。
二
部
に
分
か
れ

て
い
た
の
が
良
い
。
ス
ラ
イ
ド
と
先
生
の
一
一
本

立
て
が
良
い
。
無
理
の
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。
末
長
く
続
き
ま
す
よ
う
に
祈
り
ま

す
。
日
本
の
状
況
が
、
な
ん
と
か
変
わ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
こ
に
い
る
人
に
仕
え
る
こ
と
の

む
ず
か
し
さ
を
思
い
ま
す
。
損
を
し
て
い
く
こ

と
が
仕
え
る
こ
と
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た

。

（

幅

岡

市

T
男）

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
中
村
先
生
の
医
療
活
動

の
様
子
を
く
わ
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

き
び
し
い
国
の
情
勢
の
中
、
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
日
本
は
お
金
で
な
く
、
や
は
り
、
自
ら
の

援
助
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
何
か
お

役
に
立
て
れ
ば
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
春
日
市

0
女）

＊
自
分
の
将
来
の
方
向
性
に
大
き
な
示
唆
を
得

た

。

（

久

留

米

市

T
男）

＊
中
村
先
生
の
お
話
と
、
他
の
方
々
の
お
話
で
、

全
く
知
ら
な
い
世
界
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き

ま

し

た

。

（

北

九

州

市

0
男）

＊
自
分
自
身
も
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
は
じ
め
、

ア
ジ
ア
発
展
途
上
国
の
国
々
を
多
面
的
に
知
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
働
き
が
現
地

の
人
々
の
自
給
自
立
の
た
め
、
現
地
の
人
材
育

成
の
た
め
に
も
役
に
立
ち
ま
す
よ
う
に
。

（
福
岡
市

N
男）

＊
地
域
医
療
に
実
際
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
の

お
話
を
聞
き
、
報
道
さ
れ
て
い
る
も
の
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
を
知
り
驚
い
た
。
も
う

少
し
外
向
き
の
活
動
を
さ
れ
た
ら
と
思
う
。

（
北
九
州
市

S
男）

＊
現
在
医
学
生
で
、
海
外
医
疾
援
助
に
興
味
を

も
っ
て
い
た
が
、
実
際
の
活
動
を
み
る
と
な
が

な
か
き
び
し
い
も
の
が
あ
る
と
思
っ
た
。

（
北
九
州
市

I
男）

＊
現
地
で
活
動
し
て
い
る
者
し
か
分
か
る
こ
と

の
出
来
な
い
こ
と
の
一
端
で
も
知
る
こ
と
が
出

来
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
（
福
岡
市

H
男）

*
P
R
を
拡
大
し
て
下
さ
い
。

（
北
九
州
市

Y
男）

＊
こ
の
様
な
会
の
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
る

機
会
が
あ
り
ま
し
て
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
中
村

先
生
に
お
会
い
し
て
こ
れ
か
ら
の
御
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
す
。
で
も
お

一
人
で
は
大
変
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
中
村
先
生
の
お
体
が

（
健
康
が
）
維
持
で
き
ま
す
様
お
祈
り
い
た
し

ま

す

。

（

福

岡

県

宗

像

市

A
女）

＊
広
く
ア
ジ
ア
を
み
つ
め
る
た
め
の
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
長
く
続
け
て
い
く
事
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
下
さ

い

。

（

福

岡

県

粕

屋

郡

H
女）

＊
大
変
有
意
義
で
大
切
な
問
題
を
い
ろ
い
ろ
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。
根
強
い
活
動
、
楽
し
く
や
る

と
い
う
こ
と
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
現
地

の
人
の
中
で
ラ
イ
や
結
核
が
、
解
決
の
途
に
つ

く
ま
で
こ
の
輪
が
ひ
ろ
が
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

（
鹿
児
島
市

T
男）

＊
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
紹
介
は
大
変
よ
か
っ
た
。

（
福
岡
市

M
女）

＊
地
道
な
活
動
で
頭
が
下
が
り
ま
す
。
私
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
福
岡
市

H
女）

＊
日
本
と
い
う
国
が
、
年
々
た
め
こ
む
だ
け
の

国
に
な
っ
て
ゆ
き
日
本
列
島
が
ひ
と
つ
の
さ
ま

よ
え
る
豪
華
客
船
の
よ
う
だ
と
い
う
指
摘
を
心

に
残
し
て
お
き
ま
す
。
人
を
助
け
る
こ
と
は
自

分
の
何
か
を
な
く
す
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
老
え
て

ゆ
き
ま
す
。
直
接
援
助
の
届
く
や
り
方
で
。

（
福
岡
県
粕
屋
郡

I
女）

＊
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
お
話
が

直
接
聞
け
て
、
光
栄
で
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
下

さ

い

。

（

福

岡

市

k
女）

＊
思
っ
た
よ
り
も
参
加
者
が
多
か
っ
た
し
、
年

齢
暦
も
幅
広
い
の
で
少
々
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

（
福
岡
市

M
女）

＊
今
年
末
か
来
年
初
に
医
師
か
看
護
婦
の
研
修

（
見
学
）
の
為
の
派
遣
を
考
え
て
ま
す
の
で
、

具
体
的
事
項
に
つ
い
て
御
連
絡
下
さ
い
。

(
K
•長
崎
北
徳
州
会
病
院
）

＊
国
際
化
と
言
わ
れ
る
中
で
、
世
界
の
サ
ラ
金

化
し
て
い
る
豪
華
客
船
日
本
の
姿
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
、
考
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

（
北
九
州
市

0
)

＊
中
村
さ
ん
の
誠
実
な
人
柄
に
ふ
れ
、
つ
い
に
、

今
の
日
本
人
の
ご
う
慢
さ
を
思
い
知
っ
た
気
が

す

る

。

（

福

岡

市

M
)

＊
こ
の
会
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
ず
皆
さ
ん
の
温

か
い
援
助
を
目
の
あ
た
り
に
み
ま
し
て
感
心
致

し
ま
し
た
。
昨
日
、
「
毎
日
新
聞
」
を
よ
み
ま
し

て
参
加
致
し
ま
し
た
。
一
人
の
善
意
の
医
療
献

身
に
皆
の
輪
が
ひ
ろ
が
る
こ
と
を
切
望
致
し
ま

す
。
ま
だ
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
事
務
局
の
方
々

の
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
福
岡
市

F
女）

＊
ス
ラ
イ
ド
で
は
じ
め
パ
キ
ス
タ
ン
の
状
況
説

明
が
あ
り
そ
の
後
中
村
先
生
の
お
話
し
で
国
際

的
な
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
援
助
状
況
が
良
く
理
解

で

き

ま

し

た

。

（

福

岡

市

T
女）

＊
豊
か
な
日
本
で
”
本
当
の
豊
か
さ
“
と
は
何

か
を
考
え
ま
し
た
。
（
福
岡
市

S
女）
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の
病
院
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
ネ
パ
ー
ル
側
に
協
力
し
学
ぼ
う
と
い
う
姿
勢

当
初
は
一
九
六
三
年
ソ
ビ
エ
ト
の
援
助
で
大
人
用

動
が
完
全
に
労
働
力
と
し
て
の
扱
い
し
か
受
け
ず
、

ル
国
立
の
小
児
病
院
と
し
て
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

年
頃
に
、

生
活
環
境
が
劣
悪
で
あ
り
、

隊
員
の
活

＊
 

カ
ン
テ
ィ
小
児
病
院
は
、

一
九
七

0
年
ネ
パ
ー

病
棟
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

一
九
八
〇

に
わ
た
っ
て
日
本
セ
ク
シ
ョ
ン
を
運
営
し
モ
デ
ル

“
最
高
水
準
II

の

“
無
償
援
助
“

青
年
協
力
隊
の
看
護
隊
員
が
派
遣
さ
れ
、

約
十
年

小
児
病
院
と
な
っ
て
か
ら
は
、

日
本
か
ら
海
外

が
ヽ

こ
の
小
児
病
院
に
赴

ヽ
し
ヽ

し
カ

ア
ジ
ア
の
最
貧
国
の
ひ

一
九
六

0
年
頃
ま

●
ネ
パ
ー
ル
王
国
の
国
立
カ
ン
テ
ィ
小
児
病
院
の
医
療
現
場
か
ら

台
の
人
工
呼
吸
機
よ
り

0
、

0
0
0
個
の
湯
タ
ン
ポ
を

．．
．．．．
．．．．．．．．
．．
．
．
．
．
．
．
．
．
．．．．．．．
．．
．．
．．．．．．．
．．
 
ェr
.... 

ネ
パ
ー
ル
王
国
は
、
長
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
中
央
部
を
占
め
る
、

る
高
山
国
で
、
世
界
最
高
の
エ
ベ
レ
ス
ト
山
か
ら
、

••
••.
.••. 

亜
熱
帯
地
方
に
あ

イ
ン
ド
国
境
の
亜
熱
帯
地
方
、

に
北
部
の
乾
燥
砂
漠
地
方
ま
で
あ
る
多
彩
な
自
然
環
境
の
国
で
す
。

で
鎖
国
政
策
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
観
光
国
へ
の
脱
皮
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
市
を
除
い
て
経
済
の
発
展
は
遅
れ
、

と
つ
で
す
。
辻
純
子
さ
ん
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
事
務
局
で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た

＿
九
八
七
年
八
月
よ
り
海
外
青
年
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
、

任
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
村
先
生
と
同
じ
南
ア
ジ
ア
の
医
療
現
場
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局

． 

・『

辻

純

子

ヽ

►

カ
ン
テ
ィ
小
児
病
院
に
てJ
_
C
A

の
隊
員
と
と
も
に
（
左
が
辻
さ
ん

そ
の
後
、

一
九
八
六
年
に
、

小
児
病
院
と
い
っ

て
も
小
児
科
に
必
要
な
機
材
が
何
も
無
い
と
い
う

こ
と
で
、
日
本
か
ら
二
億
八
千
万
円
も
の
機
材
が
、

こ
こ
カ
ン
テ
ィ
小
児
病
院
に
無
償
援
助
の
形
で
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
に
理
由
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
、
明
ら
か
で

ル
ヘ
の
隊
員
派
遣
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
も
っ
と

が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
ネ
パ
ー
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パ
ー
ル
人
自
身
で
あ
る
と
い
う
最
も
基
本
的
な
こ

し
か
し
、

ま
し
た
。

ーIll Ill 呻＊
 

病
院
の
管
理
・
運
営
を
す
る
の
は
ネ

援
助
に
よ
る
混
乱

置
さ
れ
ま
し
た
。
外
科
手
術
に
必
要
な
も
の
か
ら
、

酸
素
プ
ラ
ン
ト
、
保
育
器
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
、

イ
ン
フ
ァ
ウ
ン
ト
ウ
ォ
ー
マ
ー
、
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
ポ
ン
プ
ま
で
当
時
の
日
本
で
は
最
高
水
準
の

も
の
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

に
伴
う
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ル
製
品
も
含
め
て
。

．
日
本
の
す
る
仕
事
に
抜
か
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
ゃ
ん
と
事
前
に
調
査
団
も
送
っ
て
い
る
し
、
ネ

パ
ー
ル
側
と
話
し
合
い
の
結
果
選
ば
れ
た
も
の
ば

か
り
で
す
。
二
年
間
の
保
証
期
間
も
つ
い
て
い
る

し
、
取
り
扱
い
証
明
書
も
機
材
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

英
文
で
つ
い
て
い
ま
し
た
。
二
年
以
内
に
壊
れ
た

も
の
は
日
本
側
が
無
償
で
修
理
す
る
が
、
そ
の
後

の
機
材
の
故
障
に
つ
い
て
は
病
院
側
が
負
担
す
る

こ
と
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ル
製
品
は
病
院
が
買
う
と

い
う
契
約
書
も
取
り
交
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
機
材

の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
家
と
し
て
日
本
の

医
師
二
名
が
一
カ
月
半
派
遣
さ
れ
て
指
導
を
行
い

►

街
の
広
場
で
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ら
れ
る
ほ
ど
の
責
任
で
す
。

ら
、
ま
し
て
失
く
そ
う
も
の
な
ら
自
分
の
首
が
切

み
な
、
倉
庫
に
入
れ

た
責
任
者
は
大
変
で
す
。
も
し
壊
れ
よ
う
も
の
な

つ
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
高
価
な
機
材
が
送
ら
れ
て
き
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
機
械

は
そ
の
部
所
の
イ
ン
チ
ャ
ー
ジ
が
一
応
責
任
を
持

さ
あ
、
機
械
を
渡
さ
れ

と
を
忘
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
国
の
人
々
に
は
で
き
な
い
の
で
す
。

切
れ
間
近
に
な
っ
て
慌
て
て
使
い
だ
す
と
い
う
有

な
か
な
か
倉
庫
か
ら
出
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
期
限

そ
れ
を
し
た
が
り
ま
せ
ん
。

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
使
わ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
と
使
い
だ
し
た
機
械
は
、
電
気
事

情
の
悪
い
こ
の
国
の
こ
と
、
し
よ
っ
ち
ゅ
う
停
電

し
、
電
圧
も
変
動
し
、

I
C
ボ
ー
ド
を
利
用
し
た

機
械
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
壊
れ
て
い
き
ま
し
た
。
一
度

壊
れ
る
と
ネ
パ
ー
ル
で
は
修
理
で
き
ま
せ
ん
。
保

証
期
間
は
、
日
本
が
修
理
し
て
く
れ
る
と
は
い
っ

た
も
の
の
、

ど
う
い
う
ル
ー
ト
で
そ
れ
を
依
頼
し

た
ら
い
い
の
か
誰
も
知
ら
な
い
し
、
面
倒
で
誰
も

い
つ
の
ま
に
か
放
置

さ
れ
、
ま
す
ま
す
ひ
ど
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

機
械
に
伴
う
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ル
製
品
に
し
て
も
、

イ
ン
ド
製
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ル
製
品
で
も
使
え
る
よ

う
機
械
を
送
っ
て
く
れ
れ
ば
現
地
で
買
え
ま
す
が
、

日
本
製
で
し
か
も
そ
の
会
社
の
も
の
し
か
使
え
ま

せ
ん
。
こ
れ
も
な
く
な
っ
て
は
大
変
と
管
理
者
が

様
で
す
。
日
本
に
注
文
し
て
病
院
に
届
く
ま
で
半

年
は
か
か
り
ま
す
。
ど
の
製
品
の
消
耗
が
早
く
、

一
カ
月
毎
に
ど
の
程
度
注
文
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
い
う
物
品
管
理
の
基
礎
的
な
こ
と
が
、

込
ん
で
誰
に
も
使
わ
せ
ま
い
と
努
力
す
る
結
果
に
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に
は
関
係
な
い
の
で
す
。
自
分
の
担
当
の
時
代
に
、

の
か
と
言
い
た
い
の
で
す
が
、

そ
れ
は
、

か
れ
ら

分
以
上
で
す
。
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
れ
だ
．

け
の
機
械
が
入
れ
ば
、
電
気
代
も
増
え
る
し
、
管

理
費
も
か
か
る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
予
算
の
な
い

病
院
で
は
、
運
営
が
苦
し
く
な
る
の
は
目
に
見
え

て
い
る
の
で
す
。

~
機
材
を
め
ぐ
る
争
い

一
番
悲
惨
な
の
は
、
送
ら
れ
て
き
た
機
材
を
巡

っ
て
の
争
い
で
す
。
あ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
こ
れ

だ
け
の
機
材
が
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
の
と
こ
ろ

に
は
な
い
。
こ
れ
が
嫉
み
に
な
り
、
協
力
と
い
う

こ
と
は
一
切
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
一
度
手
に

し
た
機
材
は
、
他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
ど
ん
な
に
必

要
と
さ
れ
よ
う
が
、
絶
対
貸
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

機
材
を
巡
っ
て
の
院
内
の
争
い
が
、
ま
す
ま
す
ひ

ど
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
使
い
方
も
解
ら
な
い
機

材
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ど
う
し
よ
う
と
す
る

て
い
ま
す
。

ま
だ
倉
庫
に
眠
っ
て
い
る
機
材
は
半

機
材
と
共
に
派
遣
さ
れ
た
看
護
隊
員
は
、
看
護

指
導
ど
こ
ろ
で
な
く
、
機
材
の
管
理
に
多
く
の
時

間
と
労
力
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
お
か
れ

い
ま
す
が
、

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

り
、
カ
ン
テ
ィ
小
児
病
院
は
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
の

小
児
科
の
実
習
病
院
の
役
割
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、

医
学
生
に
教
え
る
場
合
、
ど
こ
で
も
出
来
る
方
法

が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
電
気
も
な
い

よ
う
な
と
こ
ろ
で
働
く
医
師
達
に
は
、
高
度
医
療

は
意
味
の
無
い
も
の
だ
と
言
う
理
由
で
す
。
そ
し

て
、
今
も
水
封
式
の
ド
レ
ナ
ー
ジ
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

に
も
立
た
な
い
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま

ど
れ
だ
け
の
機
材
を
増
や
し
た
か
が
、
そ
の
人
の

評
価
に
つ
な
が
る
世
界
な
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
協
力
部
員
の
グ
チ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
か
ら
、
最
近
あ
っ
た
一
例
を
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。
内
科
病
棟
に
は
、
冬
に
な
る
と
呼
吸
器
感

染
症
の
患
者
が
ふ
え
ま
す
。
膿
胸
、
気
胸
の
子
供

が
い
た
場
合
、
胸
腔
穿
利
が
行
わ
れ
、
持
続
吸
引

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本
か
ら
送
ら
れ
た
機
材

の
―
つ
に
、
低
圧
持
続
吸
引
器
も
十
台
含
ま
れ
て

そ
れ
を
使
お
う
と
い
う
気
さ
え
見
ら

担
当
医
師
に
、
な
ぜ
使
わ
な
い
の
か
聞
い
て
み

た
と
こ
ろ
、
「
こ
ん
な
機
械
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
こ

こ
カ
ン
テ
ィ
小
児
病
院
し
か
な
い
の
で
、
こ
の
方

法
を
知
っ
て
い
て
も
他
の
病
院
で
は
、
な
ん
の
役

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

土
地
の
人
々
の
真
に
力
と
な
る
援
助
を
、
望
ま
ず

も
の
を
欲
し
が
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
本
当
に

援
助
を
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
段
階
を
踏
ん
だ
方

法
が
取
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
で
、
日
本
の
医
療
を
そ
の
ま
ま
も
っ
て
き
た

よ
う
な
援
助
で
何
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
、
も
っ
と
必
要

な
物
が
あ
る
は
ず
で
す
。

11

人
口
呼
吸
機
一
台
よ
り
も
、

1
0、
0
0
0
個
の
湯
タ
ン
ポ
が
ほ
し
い

I.“

海
外
援
助
が
何
か
と
話
題
に
な
る
こ
の
頃
で
す
。

単
に
建
物
を
建
て
た
、
物
を
与
え
た
、
お
金
を
使

っ
た
と
い
う
援
助
で
な
く
、
そ
の
場
の
状
況
を
、

そ
の
国
の
状
況
を
良
く
見
て
、

そ
の
国
の
、

そ
の

A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
s
i
o
n
,
 M

a
n
 P
o
w
e
r
,
 Ma

i
n
t
e
,
 

n
a
n
c
e
こ
の
三
つ
が
、
開
発
途
上
国
の
問
題
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

脱
水
症
で
多
く
の
子
供
達
が
死
ん
で
い
く
こ
の

あ
り
、

ネ
パ
ー
ル
の
偉
い
人
達
は
、

一
番
新
し
い

ほ
し
い
。

援
助
す
る
側
に
も
そ
れ
な
り
の
事
情
が

＊
 

こ
の
よ
う
な
現
状
を
見
て
ほ
し
い
し
、

知
っ
て

段
階
を
踏
ん
だ
援
助
の
必
要
性
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►

出
発
前
の
歓
送
会
で
子
猫
と
遊
ぶ
安
部
さ
ん

こ
の
会
報
が
会
員
の
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
、

事
務
局
の
安
部
美
智
子
嬢
（
看
護
婦
、
年
齢
は
特

に
秘
す
）
も
福
岡
を
出
発
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
到
着
し
て
い
ま
す
。

｝

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ

安
部
美
智
子
さ
ん
が

中
村
先
生
を
手
伝
い
に

⑯
塁
園
⑬
⑰
⑦
｝｝

 

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

現
地
で
中
村
先
生
の
お
手
伝
い
を
す
る
ん
だ
と
張

り
切
っ
て
い
る
安
部
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

Q
な
ぜ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
？

A
看
護
学
生
の
時
に
、
外
国
（
ネ
パ
ー
ル
な
ど
）

の
貧
し
い
人
々
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
い
つ
し
か
そ
の
夢

を
忘
れ
か
け
て
い
た
ん
で
す
が
、
三
年
前
ふ
と
し

た
き
っ
か
け
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
足
を
踏
み
入

れ
て
（
実
は
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
と
花
火
大
会
に

行
っ
て
…
…
）
そ
こ
で
中
村
先
生
の
こ
と
を
知
っ

た
ん
で
す
。
私
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
実
際
に

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
村
先
生
の
人
柄
に
魅
か
れ
、

微
力
な
が
ら
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か
な
と

思
っ
た
ん
で
す
。

Q
ど
の
く
ら
い
滞
在
す
る
つ
も
り
で
す
か
。

A
最
低
三
ヵ
月
、
希
望
と
し
て
は
半
年
ぐ
ら
い
で

す
ね
。

Q
フ
リ
ー
タ
イ
ム
に
は
何
を
す
る
つ
も
り
で
す
か
。

A
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
人
達
と
日
本
の
文
化
（
お
茶
、

お
花
）
を
通
じ
て
交
流
で
き
た
ら
い
い
な
と
考
え

て
い
ま
す
。
事
務
局
の
人
達
か
ら
は
パ
キ
ス
タ
ン

料
理
を
マ
ス
タ
ー
し
て
こ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
大
変
で
す
。
大
丈
夫
か
し
ら
ん
？

Q
そ
れ
で
は
何
か
一
言
。

A
私
は
今
、
卵
の
状
態
な
の
で
、

に
行
く
こ
と
に
よ

っ
て
ヒ
ョ
コ
に
孵
化
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
中
村
先
生
、
先
生
の
御
家
族
、

会
員
の
皆
様
、
私
自
身
の
健
康
を
願
っ
て
い
ま
す
。

で
は
行
っ
て
来
ま
す
。

ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
I
.

r
ー

ー

：

，

1ヽ
9
9
9
9
9
9
,
1
i
,
1
,
1
,
1
,
i
i
i
i
1

―

●
シ
ャ
ワ
リ
・
ド
ク
タ
ー
か
ら
の
手
紙

―

一

皆
様
お
元
気
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
仕
事
、

i

一

生
活
、
ま
た
様
々
の
こ
と
が
滞
り
な
く
う
ま

~

一
く
い
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

一

一

い
つ
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の

i

i

こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
以

i

前
、
皆
様
に
手
紙
を
送
っ
た
の
で
す
が
、
届

一

一

い
て
い
る
か
ど
う
か
心
配
で
す
の
で
、
こ
の

一

手
紙
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
沼
沢
氏
に
託
し

一

一
ま
し
た
。

i

日
本
の
素
敵
な
友
人
を
持
つ
こ
と
が
で
き

i

一
ま
し
た
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
と
こ
の
つ
な
が

一

一
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸

i

i

ぃ
で
す
。

―

―

}

 一

も
う
一
度
申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
一

一
成
功
と
健
康
に
御
留
意
下
さ
る
こ
と
を
希
望
・

一
致
し
ま
す
。

-

―
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ド
ク
タ
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'liー，

1
，

1

,

；
,
1

ー

一

一

表
紙
が
今
ま
で
と
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
驚
か
れ
た

一

―

―

 

一
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
号
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、

一

一
金
沢
市
に
在
住
の
山
田
純
子
さ
ん
の
パ
キ
ス
タ
ン
・

一

~
フ
ン
ザ
地
方
・
ヒ
ン
デ
ィ
村
の
日
常
を
描
い
た
絵
を

一

~
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
田
純



~
子
・
俊
一
夫
妻
は
画
家
で
、
八
年
ほ
ど
の
イ
ン
ド
・

~．
 

~
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
放
浪
•
生
活
の
あ
と
昨
年
帰
国
さ
一

一
れ
ま
し
た
が
、
ヒ
ン
デ
ィ
村
に
在
住
の
折
、
縁
あ
っ

一

~
て
福
岡
登
高
会
や
中
村
哲
先
生
と
の
つ
き
あ
い
が
始一

一
ま
り
、
今
年
の
夏
に
は
、
福
岡
で
も
夫
妻
の
個
展
が

i

一
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
中
村
先
生
の
「
ゲ
リ
ラ

i

i

の
勇
ま
し
い
戦
闘
場
面
ば
か
り
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ

一

一

ン
の
ご
く
普
通
の
人
々
の
日
常
生
活
を
知
っ
て
欲
し
—

い
」
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
山
田
夫
妻
の
絵
を
使
わ

i

一
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
ご
快
諾
い
一

一
た
だ
い
た
山
田
夫
要
に
は
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

-

i

-
9

1

9

9

.

1

,

'

．, 

ヒ
ン
テ
ィ
村

レ
ン
ズ
で
も
か
け
て
見
る
よ
う
な
青
い
空
、
そ

の
広
大
な
青
さ
に
消
え
入
り
そ
う
な
雲
。
高
台
に

登
る
と
、
八
千
メ
ー
ト
ル
近
く
の
白
い
山
も
小
さ

く
見
え
る
。

左
手
奥
が
パ
ス
ー
氷
河
、
中
央
の
山
間
の
奥
が

バ
ト
ゥ
ラ
氷
河
、
右
手
の
針
峰
山
の
は
る
か
後
方

に
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
た
。
川

は
、
中
央
の
中
国
国
境
方
面
と
バ
ト
ゥ
ラ
氷
河
か

ら
、
右
手
の
針
峰
山
の
シ
ム
シ
ェ
ル
河
か
ら
、
左

手
の
大
き
な
扇
状
地
の
中
央
を
走
る
パ
ス
ー
氷
河

か
ら
の
四
つ
の
川
が
合
流
し
て
い
る
。
氷
河
溶
け

の
頃
と
も
な
る
と
、
大
人
の
体
程
も
あ
る
氷
塊
を

流
す
程
、
川
は
増
水
し
て
暴
れ
る
。
三
十
数
年
前

品
如

、王 序破
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山
田
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山
田
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に
川
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
か
ら
、
毎
年
三
、
四
メ
ー
ト
ル
ず
つ
畑
が

削
ら
れ
る
。
村
は
、
昔
の
半
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
扇
状

地
は
広
が

っ
て
い
る
が
、
村
と
畑
は
正
面
の
岩
山
の
麓
に
小
さ
く
あ

る
だ
け
で
、
あ
と
は
、
領
有
の
石
組
は
あ
っ
て
も
石
ば
か
り
。
家
畜

の
食
う
刺
の
低
木
と
雑
草
し
か
生
え
て
い
な
い
。

右
手
、
道
添
い
に
行
く
と
、
こ
の
川
に
掛
か
っ
た
足
を
踏
み
は
ず

し
そ
う
な
、
ま
る
で
梯
子
を
横
に
し
た
よ
う
な
長
い
つ
り
橋
が
あ
る
。

そ
れ
を
渡
っ
て
、
村
人
は
そ
こ
に
あ
る
畑
へ
毎
日
通
う
。
左
手
を
登
っ

て
山
道
の
峠
を
越
え
る
と
、
塩
湖
を
抱
え
た
隣
村
に
で
る
。

こ
の
高
台
に
い
て
も
、
ゴ
ー
ゴ
ー
と
川
の
音
は
響
く
。
氷
河
下
ろ

し
の
風
が
冷
た
い
。
日
中
、
人
の
い
な
い
こ
の
晴
天
下
で
、
恐
ろ
し

い
程
の
静
け
さ
が
染
み
て
く
る
。
人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

い
そ
う
だ
。

糸をつむぐ
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~

●
中
村
先
生
の
本
が1
2月
に
出
版
さ
れ
ま
す

-

一
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て

一

~

ー
瘤
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
難
民
ー
~

-．

中

村

哲

著

石

風

社

刊

定

価

一

五

0
0
円

一

-

i

 

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
人

i

―

―

 

＿
間
と
世
界
に
つ
い
て
総
て
を
語
る
こ
と
で
あ
る

・

i

と
言
っ
て
も
誇
張
で
は
な
い
。
貧
困
、
富
の
格

i

一
差
、
政
治
の
不
安
定
、
宗
教
対
立
、
麻
薬
、
戦
争
、

一

・
難
民
、
近
代
化
に
よ
る
伝
統
社
会
の
破
壊
、
お
よ
-

一

そ
全
ゆ
る
発
展
途
上
国
の
抱
え
る
悩
み
が
集
中

i

i
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
悩
み
ば
か
り
で
は
な
~

一

い
。
我
々
が
忘
れ
去
っ
た
人
情
と
、
む
き
だ
し
の
-

~
人
間
と
神
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
日

一

i

本
人
が
当
然
と
考
え
や
す
い
国
家
や
民
族
の
殻

-

一

を
突
き
破
る
、
露
骨
な
人
間
の
生
き
様
に
も
直

一

i

面
す
る
。

一

〔
著
書
「
あ
と
が
き
」
よ
り
〕

i

一

〔
注
文
方
法
〕
御
注
文
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
宛
（
送

一

~
料
二
五
0
円
）
か
最
寄
り
の
書
店
に
お
願
い
し
ま
す
。

一

一
書
店
に
注
文
さ
れ
る
場
合
に
は
、
「
石
風
社
刊
・
地
方

i

一

小
出
版
流
通
セ
ン
タ
ー
扱
」
と
お
申
し
添
え
下
さ
い
。

一

灌岡市常！百祖

i!!i註
グランドホ＝

(
~
o九
二
（
七
八
一
）
七
六
八
二
）

会
員
の
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
事
務
局
の
作
業

場
を
左
記
の
処
に
移
し
ま
し
た
。
場
所
は
天
神
か

ら
も
近
い
大
名
一
丁
目
―
ニ
ー
四
五
•
福
岡
県
歯

科
医
師
会
館
の
隣
の
ビ
ル
〔

F
A
R
A
H
o
u
s

E
〕
で
す
。
毎
週
水
曜
日
夜
六
時
半
＼
九
時
半
ま

で
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加

下
ぎ
ぃ
゜

（
事
務
局
作
業
場
の
こ
案
内
）

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、

J
O
C
S
の
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う

理
想
に
賛
同
し
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北

西
辺
境
州
で
の
医
療
活
動
を
支
援
し
、
必
要
な
情

宣
・
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
派
造
母
体
で
あ
る

J
o
c
sを
通
し
て

必
要
な
協
力
を
行
う
が
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ

れ
ず
、
「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
工

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

⑤
会
員
は
一
口
年
額
―
―
-
、

0
0
0円
、
学
生
会
員
一

口

一
、

0
0
0円
、
特
別
会
員
一
ロ

-
0、
0
0

0
円
以
上
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
福
岡
Y
M
C
A

(
〒
八

一
0
福
岡
市
中
央
区
天
神

一
丁
目
10
の
24

福
岡
三
和
ビ
ル

4

F

6

七
八
一
ー
七
四
一

0
)

内
に
お
く
。

会

則
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